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投与スケジュール

PLD+CBDCA 28日毎

注意事項

参考文献

・ドキシル投与量が90mg以上の時は、溶媒を500ｍLとする。
・Infusion reaction発現の危険性を最小限にするため、ドキシルの投与速度は、
　1mg/minを超えないこと。
・心筋障害の投与中止の目安（ドキシル）
　①LVEF値が45%を下回った時。
　②投与前LVEF値より20%以上の低下がみられた時。
・初回投与時のLVEF値は50%以上が目安（ドキシル）。
・ドキシルによるInfusion reaction発現後に投与を再開する場合、
　0.7mg/min以下になるよう投与速度を遅くする。
・ドキシルの投与ルートにインラインフィルターを使用しない（リポソーム製剤のため、粒子が詰ま
るため）
・Calvertの式：CBDCA量（mg）＝AUC X (GFR + 25)

Pegylated Liposomal Doxorubicin and Carboplatin Compared With Paclitaxel and Carboplatin for
Patiens With Platinum-Sensitive Ovarian Cancer in Late Relapse. J Clin Oncol 28:3323-
3329,2010
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① デキサート 9.9 mg 点滴 15分

パロノセトロン 0.75 mg 

生理食塩水 50 mL

② ドキシル 30 mg/㎡ 点滴 90分

5％ブドウ糖 250 mL

③ カルボプラチン AUC 5 点滴 60分

 5％ブドウ糖 250 mL

④ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（フラッシュ用） （全開）

投与量が90mg以上の時は溶媒を500ｍLとする
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